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時間的論点が優位を占めるようになった背景には，資本主義の興隆とそれに続く危機の
到来，さらにそれらに対応するための認識論の変動が発生したしたからであった。ここ
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東アジア諸国が工業国として急速な発展を遂げ，「アジアの 4 小竜」とか「 4 タイガー」，










50）Robin Cohen & Paul Kennedy, 2000, Global Sociology, Palgrave Publisher, ＝2003年，山
之内靖訳『グローバル・ソシオロジーⅠ　格差と亀裂』平凡社，222ページ
ツーリズム・デスティネーションの社会学































51）Michael Hardt & Antonio Negri，前掲書，377ページ










































































































63）William Wordsworth, A Guide though the District of the Lakes in the North of England, 
with a Description of the scenery, 1835,＝小田友弥訳『湖水地方案内』法政大学出版局，
2010年




社会学部論叢　第23巻第 1 号 2012. 10〔45〕
67
七　ツーリストゲイズは，日常体験から区分される風景や街並みである。
八　ゲイズは記号を通して構築される。ツーリズムは記号の集積である。
九　ゲイズの対象は，複雑で変容していく階層性のなかにある。
ツーリストのまなざしは，空間と時間，そして階層構造をも射程に入れた理論という
ことができる。言い換えれば，まなざし論は空間論であり，まなざしの向かう先のデス
ティネーション空間を描き出す方法であるのだ。
3 ．ポストモダンツーリズムの諸相
ポストモダン，脱産業，ポストフォーディズムの時代，ツーリズムの新たな潮流はエ
コツアー，ヘリテイジツアー，グリーンツーリズム，サステナブルツーリズムなどの語
で語られるが，これらはモダン末期の疎外・公害への反省と新たに発見された自然や歴
史文化の希少性，貴重性によって提案されたものであった。
かつて，交換価値としては無価値な絶対空間であると考えられていた自然空間，歴史
遺産，農業空間，などが，新たな時代にあっては貴重で価値ある，かけがえのない環境
であることを発見した人びとは，それを観光「資源」，不動産資源というような資源と
して認識するようになり，それらをツーリストのデスティネーション空間として活用す
るようになっていた。他方，貴重で保護，保存すべき諸空間の現状維持を図る目的のた
めにツーリズムが利用されたという側面もあろう。
ポストモダンツーリズムのデスティネーションは，多様化し，特定の地域ではなくあ
らゆる場所がそれぞれの特徴，表象をかかげて並び立つ競争の激化をもたらしていると
考えられる。
おわりに
空間論とともに，デスティネーション研究のあり方も大きく変化してきた。グローバ
ル化が進む現代世界のツーリズム研究は，モダン時期以上に複雑なツーリズム移動を対
象とせざるをえない。多様化するまなざしの向かう対象であるデスティネーションにか
かわる研究は，ますます重要な課題となるし，デスティネーション空間の生産，その空
間のユーザーであるツーリスト，ツーリズム産業に関わる人びと，さらに居住者に関わ
る問題など，多様な研究が今後の課題となると考えられる。
